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『時論』Tracts for the Times は，1833 年に始まった「宗教運動」の有形的
手法の中核（他に説教，書物等あり）として，当初は各号 1 題名完結で，匿名
の 1 執筆者が担当し1），1833 年 9 月 9 日出版の第 1 号から 1841 年 2 月 27 日
出版の第 90 号まで，総勢 22 名（内，現存学者 17 名，過去のアングリカン神学者 5
名）が執筆した出版活動であった（《 表 1》 参照）。また，この出版活動は，
「1833 年宗教運動」において占める位置から，その代名詞として「時論運動






















ニューマン 1, 2, 3, 6, 7, 8（?）, 10, 11, 15 （パーマー
のものを補訂）, 19, 20, 21, 31, 33, 34, 38, 
41, 45, 47, 71, 73, 74（?）, 75, 76（?）, 79, 82, 
83, 85, 88, 90
ジョン・キーブル （Keble, John, 1792–1866） 4, 13, 40, 52, 54, 57, 60, 89
バウデン （Bowden, John William, 1798–1844） 5, 29, 30, 56, 58
フラウド （Froude, Richard Hurrell, 1803–1836） 8（?）, 9, 35 （パーシヴァルと共著 ?）, 59, 
63
トマス・キーブル （Keble, Thomas, 1793–1875） 12, 22, 43, 84 （プレヴォストと共著）
ハリソン （Harrison, Benjamin, 1808–1887） 16, 17, 24, 49, 74（?）, 81（?） 
ピュージー（Pusey, Edward Bouverie, 1800–1882） 18, 66, 67, 68, 69, 76（?）, 77, 81（?）
パーシヴァル（Perceval, Arthur Philip, 1799–1853） 23, 35（プラウドと共著 ?）, 36
ウィリアムズ （Williams, Isaac, 1802–1865） 80, 86, 87
メンジーズ （Menzies, Alfred, d. 1836） 14
パーマー （Palmer, William Patrick, 1803–1885）） 15* （ただし，ニューマンが加筆訂正
したため，パーマーは執筆を否認）
イーデン （Eden, Charles Page, 1807–1885） 32
ウィルソン （Wilson, Robert Francis, b. 1809） 51
ブッラー （Buller, Anthony, d. 1881） 61
マニング （Manning, Henry Edward, 1808–1892）＋マリオット 
（Marriott, Charles, 1811–1858）
78
プレヴォスト （Prevost, Sir George, 2nd Baronet, 1804–1893） 84（トマス・キーブルと共著）
†ビヴァリッジ司教 （Beveridge, William, Bp., 1637–1708） 25, 26
†コシン司教 （Cosin, John, Bp., 1594–1672） 27, 28
†ウィルソン司教 （Wilson,  Thomas, Bp., 1663–1755） 37, 39, 42, 44, 46, 48, 50, 53, 55, 62, 65, 70
†ブル司教 （Bull, George, Bp., 1634–1710） 64
†アッシャー大司教 （Ussher, James, Abp., 1581–1656） 72
N.B.
1）　出典：Letters and Diaries of John Henry Newman, “Appendices” to vols. 4–7 （Oxford: 
Clarendon Press, 1980–95）をベースにし，Rune Imberg, In Quest of Authority, the “Tracts 
for the Times” and Development of the Tractarian Leaders, 1833–41, “Appendix I” （Lunt, 
Sweden: Lunt University Press, 1987）, p. 196 で補った。疑問符は R. Imberg, loc. cit., p. 203
による。 
2）　*はcf. Palmer, A Narrative of Events Connected with the Publication of the Tracts for the 
Times, p. 21 fn. 4.




1 （聖職者へ）牧職の任務に関する管見，尊敬をもって聖職者たちに訴える（1833 年 9 月 9 日） 
（4頁）　（Ad Clerum） Thoughts on the Ministerial Commission,respectfully addressed to the 
Clergy
2 カトリック教会の意味（1833 年 9 月 9 日）（4頁）　The Catholic Church
3 敬意を以って聖職者に訴える典礼の変更に関する管見　埋葬式，一体の原則（1833 年 9 月 9
日）（8頁）　Thoughts respectfully addressed to the Clergy on Alterations in the Liturgy
6 （信徒へ）原始教会以来の慣行を順守する現代人の義務（1833 年 10 月 29 日）（4 頁）　（Ad 
Populum） The Present Obligation of Primitive Practice
7 監督教会は使徒継承なり（1833 年 10 月 29 日）（4頁）　The Episcopal Church Apostolical
8 福音は自由（1833 年 10 月 31 日）（4頁）　The Gospel a Law of Liberty
10 ××州で行った平日講義の題目（1833 年 11 月 4 日）（6 頁）　Heads of a Week-day Lecture, 
delivered in―shire 
11 〈学者へ〉　可視的教会（友人宛書簡）第 1 および第 2 書簡（1833 年 11 月 11 日）（8 頁）　
（Ad Scholas） The Visible Church （In Letters to a fiend）, Letters I and II.
15 英国（アングリカン）教会の使徒継承性について，パーマー提出，ニューマン修正・完
成（1833 年 12 月 13 日）（11 頁）　On the Apostolical Succession of the English Church, W. 
Palmer, revised and completed by Newman.
19 使徒継承について論議することについて，使徒継承を告白することへの躊躇について（1833
年 12 月 23 日）（4頁）　On arguing concerning the Apostolical Succession. On reluctance to 
confess the apostolical succession
20 （学者へ）可視的教会―友人宛書簡―第 3 書簡（1833 年 12 月 24 日）（4 頁）　（Ad Scholas） 
The Visible Church. Letters to a friend, No. III. 
21 （信徒へ）肉体的苦行は聖書の義務なり （1834 年 1 月 1 日） （4 頁）　（Ad Populum） Mortifi-
cation of the Flesh a Scripture Duty
31 （聖職者へ） 改革された教会 （1834年 4月 25日） （4頁）　（Ad Clerum） The Reformed Church
33 （学者へ）原始教会の監督制 （1834 年 5 月 1 日） （7頁）　（Ad Scholas） Primitive Episcopacy
34 （学者へ）教会の儀式と慣行 （1834 年 5 月 1 日） （8 頁）　（Ad Scholas） Rites and Customs of 
the Church
38 （学者へ）中庸　その１（1834 年 7 月 25 日）（12 頁）　（Ad Scholas） Via Media―No. I.  
41 （学者へ）中庸　その２（1834 年 8 月 24 日）（12 頁）　（Ad Scholas） Via Media―No. II.  
45 （聖職者へ）我々の信仰の根拠（1834 年 10 月 18 日）（6 頁）　（Ad Clerum） The Grounds of 
our Faith
47 （聖職者へ）可視的教会　第 4 書簡（1834 年 11 月 1 日）（4 頁）　（Ad Clerum） The Visible 
Church. Letter IV.
71 （聖職者へ）ローマ主義者との論争について （ローマ主義を駁す（1）） （1836 年 1 月 1 日） （35
頁）　（Ad Clerum） On the Controversy with the Romanists （Against Romanism.―No. 1.）
73 （学者へ）合理的原理の宗教への導入について（1836 年 2 月 2 日）（56 頁）　（Ad Scholas） 








会の著作家たちの証言 （1836 年 4 月 25 日） （56 頁）　（Ad Populum） Catena Patrum. No. I. 
Testimony of writers in the later English Church to the Doctrine of the Apostolical Succession
75 （聖職者へ）普遍的教会の信心業の実質を具有するローマ・カトリック式聖務日 書につい
て（1836 年 6 月 24 日）（207 頁）　（Ad Clerum） On the Roman Breviary as embodying the 
Substance of the Devotional Services of the Church Catholic
76 （信徒へ）教父の言葉・第 2 輯　洗礼による生まれ変わりの教義に関する後代の英国（ア
ングリカン） 教会の著作家たちの証言 （1836 年 9 月 29 日） （56 頁）　（Ad Populum）Catena 
Patrum. No. II. Testimony of writers in the later English Church to the Doctrine of Baptismal 
Regeneration
79 （聖職者へ）煉獄論（ローマ主義を駁す―（3））（1837 年 3 月 25 日）（61 頁）〔このシリー
ズの（2）は『時論』第 72 号「アッシャー大司教による死者のための祈について」〕　（Ad 
Clerum）  On Purgatory （Against Romanism―（3）.）
82 ピュージー博士の洗礼に関する論文問題について雑誌社に宛てた書簡（1837 年 11 月 1 日）
（37/42 頁）　Letter to a Magazine on the Subject of Dr. Pusey’s Tract on Baptism.
83 反キリストに関する待降節の説教〔第 1～第 4〕（1838 年 6 月 29 日）（54 頁）Advent 
Sermons on Antichrist  
85 教会の教義の聖書的根拠に関する講義〔第 1講義～第 8講義〕・第 1部（1838 年 9 月 21 日）
（115 頁）　Lectures on the Scripture Proof of the Doctrines of the Church, Part I. 
88 アンドリューズ司教のギリシア正教会式信心業（翻訳・編集）（1840 年 3 月 25 日）（96 頁）
The Greek Devotions of Bishop Andrews, translated and arranged. 
90 『39 箇条書』のいくつかの箇所に関する検討（1841 年 2 月 27 日）（83 頁）　Remarks on 
certain Passages in the Thirty-nine Articles
　N.B.
1）　以上のニューマン担当の 『時論』 と他の人物が担当した 『時論』 を号数順に一定数をまと
めた綴じ版 （6 巻本） が出版されている（1834～1841 年）。各巻の構成は， 本文註 10）参照。
ただし，第 1 巻，第 2 巻および第 3 巻は， それぞれニューマンによる 「序言」 （Advertise-
ment）を載せている。
2）　上表本体および上記註 1）の典拠：Vincent Ferrer Blehl, S.J., ed., John Henry Newman: 
A Bibliographical Catalogue of His Writings （University Press of Virginia, 1978）, “C52-83”, 
pp. 115–121 および Letters and Diaries, vols. 4–7 の各巻に付された “Appendix”。表中〔  〕内
は友岡。
3）　82号の「37ページ」はBlehl，「42ページ」はLetters and Diaries, vol. 6に付された“Appen-
dix” による。























風で， 陳腐となったもの （what was obvious and old-fashioned and commonplace）」
の想起と実践を訴えるものであったのである12）。









なった教説を復活させ実践させること（the practical revival of doctrines）に何
395
ニューマンの政治思想（3）
がしか寄与するという目的を以て 〔『時論』 として〕 出版された小論（Tracts）の
集成である。使徒継承 （the Apostolic succession），聖なる普遍の （カトリック） 


















































































































がって，司教は〔制定・賦与ではなく〕手渡す  （transmit） に過ぎず，キリスト















司教の役務 （office of a Bishop） を高く評価した者はいないし， 彼らほどその役
務に崇高・神聖な起源を請求したことはなく，また彼らほど司教職（Episco-





ち，「司教制度（Episcopal system）」 （この下に司教の代理を務める聖職者が存在する） 
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トリック）かつ使徒継承の教会（The One Catholic and Apostolic Church）』と
いう，あの信条個条の力を，そうあるべき程に重んじていないのではない
か。この個条は，〔教会の〕初めから信仰宣言中に存したほど重要である。そ

































意的結社（voluntary association of the day）ではなく，我々の前の時代，その時
代のさらに前の時代，最後には使徒の時代まで遡って存在した団体の継続で
す」29）， と念を押した上で，第 2 書簡において，「第 1 に，恩寵の通常の手段
である秘跡が教会の所有下にあることは明白です。洗礼は，団体への組み入
れ （incorporation into a body） であり， 霊的祝福の賦与です。なぜならば， 洗礼
は祝福を受けた団体への導き入れ （introduction into a body） だからです。……




























































になるように導くのではないかという叫び声が四方八方で（on all sides of us）
聞かれるようになった」40）と述べた。ただ，ニューマンはこの懸念に対し
て，『時論』第 20 号において，「問題は教皇派教会に到るかどうかではなく
聖書の内 （in the Bible） にあるかどうかである」（斜字体，原文），と記し，思考
のフリーハンドをも見せていた。次のイロニー溢れるニューマンの評言にこ

















































り込まずしては（without cutting across the teaching of the Church of Rome）不可能
事であった。これがローマ・カトリック論争 （Roman controversy） であった」45）。
そうした 「積極的な教会理論」 は， 英国 （アングリカン） 教会が受け継いだ 「原
始的教説（primitive doctrine）」，「福音と教会の元来の諸原理（original principles 
































された（as it has been called）中道を歩んできたことが英国〔アングリカン〕教会
の誉れ（glory of the English Church）である」51）として，それを採用したもので
ある。
先ず現れたのが『時論』第 38 号および同第 41 号であった（各号のタイトル





概説的役割を果たしていた53）。『時論』 における 「中道」 論がわずか 2編に終
わったが，その理由は，『中道』 論，したがって反ローマ・カトリック主義に一
大転機が訪れたことにあった。この転機を齎したのは，ニューマンとは同世
代で友人の，「時論運動家中の神秘学博士 （the ‘doctor mysticus’ of the Tractari-
ans）」54）と綽名されるピュージー （Pusey, Edward Bouverie, 1800–1882） ―ニュー
マンを引用する形でチャーチが紹介したところでは，ドイツの大神学者「シュ
ライエルマッハー（Schleiermacher, Friedrich Daniel Ernst, 1768–1834）の友人・文














的観点から見た聖なる洗礼 1–48 ページ」（1835 年 8 月 25 日），第 68 号「書的
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観点から見た聖なる洗礼 49–104 ページ」 （1835 年 9 月 29 日）， 第 69 号 「聖書的
観点から見た聖なる洗礼 105–208 ページ」 （1835 年 10 月 18 日）と分割掲載さ
れ，『時論』としての外形的膨大さにもまして 「恐らく英語で著作された史上
最も練られた論文（treatise）」という内的密度を擁していた58）。これ以後の 『時












phetical Office of the Church viewed relatively to Romanism and Popular Prot-
estantism を公刊した。それは，ピュージーの叱咤激励から約 2年後の 1837 年
（緒言に 3 月 26 日が記されている）のことであった64）。今般のこの書物は， これ
より約 1 年前にローマニズム論駁を掲げて正面から挑んだ 『時論』 第 71 号 
（《 表 2》） ほど 「穏和ではなかった （not so much gentle）」 とニューマンによって
自己分析されたが，その中で，ニューマンは反ローマニズムの強硬度差の
拠って出て来た原因に触れて，次の点を指摘した。『時論』が「論争的 （con-















「明確な形と性格（a definite shape and character）に仕上げる必要」があること
は言うまでもないが66），概念の明晰さを得て，「中道」が「可知的で一貫性
を得て（intelligible, and consistent）」，「立派に積極的な宗教的体系（so positive a 
religious system）となったとしても，未だ，客観的，実在的ではなく」，「紙の
上の宗教（paper religion）」として止まる見通しは何ともし難い。実際，これ







先に「合同は不可能である（AN UNION IS IMPOSSIBLE）」と大書したことと
何たる隔たりであろうか。そして，少なくとも根本的な教義の点で「両教会
は同一（one and the same）」であった69）とすれば，「中道」によって，英国 
（アングリカン） 教会の正統性が証明される反面，英国 （アングリカン） 教会の独
占となし得る「中道」という歴史的実在は虚偽と言うことにならざるを得な
いという論理がそこにあるということになろう。果たして，ニューマンは，
「1838 年までには，〔ローマ教皇の epithet であった〕反キリスト（Antichrist）を
ローマの教会としてではなく，〔原始〕教会を腐敗させて，今なおそこに息づ
408
いている古き異教徒の世俗精神（spirit of the old pagan city）すなわちダニエル
の第 4 怪物であると考える以上には進まなくなっていた」70）とか，「1839 年
夏以降にはローマ教会自体に対する論難を嫌悪する情」が大きくなり，遂に
は英国 （アングリカン） 教会とローマ・カトリック教会との 「合一 （union） を希
求し始め」ていた71）と，その本心を回顧録に記した。

























































ティヌスの卓絶した言葉，『世界全体が健全に判定する（Securus judicat orbis 
terrarum）』を指摘してくれた。……この言葉は〔あのアウグスティヌスを動か
した 「取りて読め （tolle lege）」 の童歌のように〕私の耳でなり続けた。『世界全体
が健全に判定する』は，ドナティスト派問題の時事性（occasion of the Do-
natists）を超え出た言葉であった。それらは単性説派問題にも当てはまった。
それらは私が見過ごした論文に一貫性を与えていた。それらは古代性（Antiq-
uity） よりも単純な規準 （a simple rule） で教会問題を解決した。否，アウグス





































法学』第 41 巻第 2号，2.（2）ウ）参照。
 2）　Cf. e.g. Christopher Harvie, “Revolution and the Rule of Law （1789–1851）”, in 
Kenneth O. Morgan, ed., The Oxford Illustrated History of Britain （Oxford: The 
University Press, 1884）.
 3）　Oxford English Dictionary, s. v. “tractarian”.
 4）　南欧旅行中ローマで投宿していたニューマンが吐露した知的状況であった。“Let-
ter to George Ryder” dated 16 April, 1833, in Letters and Diaries, vol. 3, p. 93. 「ニュー




























への挑戦―を経て（cf. “Letter to Mrs. Newman” dated 1 March 1, 1829, in Letters 
and Diaries, vol. 2, p. 125; Apologia, p. 29. また，「ニューマンの政治思想（1）」，『南
山法学』第 40 巻第 3・4 合併号，243 ページおよび註 8）参照），「1833 年の宗教運
動」へと繋がって一本筋が通ったことになる。
 6）　『時論』において個別に展開されたのは，第 1に掲げた原理で，第 2の原理の内実
に当る「教義」を土台とした，一定の明確な宗教的「教説」（doctrine）であった。
すなわち，「不可視的恩寵の通路となる秘跡（サクラメント）と儀式を持つ可視的教














ることを，枢要かつ不可避の戦法とした（cf. Apologia, pp. 34–5）。しかし，これは
当初からの戦法であったのではなく，その出版継続の過程で，当初の闘争目標のリ
ベラリズム批判からローマ・カトリック教会批判へと対象をずらしたものであった
（cf. Apologia, p. 68）。この戦線において，ニューマンは，次のように述べた。「読者
諸君が自らの子女を英国（アングリカン）教会の信徒にしたいか，それともローマ
〔・カトリック〕教会の信徒としたいか。原理の探究の果てには，これが現実的な選
択肢である」（John Henry Newman, Essays Critical and Historical （London: Basil 
Montagu Pickering, 1873, 3rd edn.）, vol. 1, chap. 6: “Prospects of the Anglican 
Church” （April, 1839）, p. 306），と。
 8）　これにつき引証するモズレーは， オックスフォード運動の 「熱烈な支持者」 （cf. S.A. 
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ニューマンの政治思想（3）
Skinner, “Mozley, Thomas （1806–1893）”, Oxford Dictionary of National Biography, 
Oxford University Press, 2004）で，本論でも既に指摘したようにニューマンに近し
くはあったが（「ニューマンの政治思想（2）」，『南山法学』第 41 巻第 2号，276 ペー
ジ参照），他面，彼の回想記はニューマンを「切歯（squirm）」させたこともあるほ
ど不正確な箇所があったとも指摘される（cf. David Newsome, The Convert Cardi-
nals, John Henry Newman and Henry Edward Manning （London: John Murray, 
1993）, p. 4）。しかし，ニューサムの評価を割り引いても，「その成功は大きかった」






に登載された」，と（Thomas Mozley, op. cit., vol. 1, p. 313）。それは，「教会へ奉仕
すること，教会の要求を適切な根拠に置くこと，聖職者ひいては全信徒の内なる義
務の質を引き上げる（elevate the standard of duty）ことを目指す誠実至極の努力」






Mozley, op. cit., vol. 1, pp. 311–3）配付者の貢献の成果であった。しかし，『時論』
の真価は，その内容にあり，「高，低両派の教会が目を見張り，その結末やいかにと
危ぶんでいたが，庶民院が思考力も意志も行動力も欠くと考えていたらしい教会
〔したがって彼ら俗権による改革の対象となった教会〕に活気が戻った（life in the 
Church）」（Thomas Mozley, op. cit., vol. 1, p. 341）と言えるほどのカンフル剤となっ
た。そして， モズレーは， 「1837 年の終わりまでに『運動』は全イングランドに浸透

























た」（R.W. Church, op. cit., pp. 156–7）。この知解進展の具体的で迫真的な描写は，
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